
①地区の概要
【地区の現況】（令和４年１月末現在）
■人口 ７１５人 ■世帯数 ３５９戸 ■高齢化率 ４８.１％
【地区の魅力】

多くの自然と歴史があり、その中でも四ッ山は東仙道を語る上で
欠かせない存在です。また、「ひだまりパークみと」にはグラウン
ド・ゴルフ場、さくらドーム、サッカー場があり、市内外から多くの
利用者が訪れています。特産品は柚子やいちご、米、ベビー
リーフなどの農産物で、いちごについては、いちご狩りが観光交
流につながっています。
【地区の課題】

少しずつ新しい家が建ち、子育て世代の家族が増えていますが、
一方で市営住宅等に住む子育て世代の所得が上がるとともに
家賃も上がり、地区外への転出を余儀なくされているという現状
もあるので、変わらず保育所や小学校の児童減少が課題となっ
ています。また、高齢者の独り暮らしや空き家が目立ってきたほ
か、担い手不足により除草作業等の生活環境維持が困難になり
つつあります。

地区の写真

※地域自治組織または準備会集合写真、活動状況等など

島根県益田市東仙道地区

地域づくりのテーマ：助け合えるまちづくり

②実施団体の概要
【団体の名称】

【構成団体、構成員】

④地域の魅力化に向けた取組
■東仙道お助け隊
平成２８年度に発足し、活動を続けています。

令和３年度は、草刈りと木の伐採等合わせて１９件の依頼があ
り、のべ３８名の隊員が作業にあたりました。
■ふるさとカレンダー事業

６年目となる今年度は「東仙道地蔵コレクション」をテーマに、
各地区のお地蔵さんを紹介したカレンダーを作成しました。
■東仙道寺子屋事業

放課後に小学校の空き教室を利用し、地域の方に見守ってい
ただきながら宿題を済ませて帰るという寺子屋事業が４年目とな
りましたが、今年度も新型コロナウイルス感染防止対策として実
施を見合わせました。
■東仙道花園ライトアップ事業

昨年度「まちづくり活動特別補助金」を活用し実施した、彼岸花
や、もみじ、桜など、１年を通して東仙道に咲く花や自然等をライ
トアップする事業を今年度も引き続き実施しました。

【団体長メッセージ】

今なお先の見えないコロナ禍における今日、昨年度に引き続きなかなか事業ができない状況にあり
ますが、今後はこの状況の中地域行事を進めていかなくてはなりません。
どのようにしたら可能になるのか、いろいろ工夫をしながら進めていきたいと思います。

東仙道ちいき協議会会長 草野和馬

③地区の人口シミュレーション（２０１６年－２０２１年）

【団体の組織図】
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資料：島根県中山間地域研究センター「2021人口推計シート」



会議やワークショップ、
研修、視察等の写真

島根県益田市東仙道地区

⑤こんなことが話し合われています

〒６９８－０２１２
島根県益田市美都町仙道２５３－１
東仙道ちいき協議会 【事務局】東仙道公民館内
ＴＥＬ：０８５６－５２－２５４０ ＦＡＸ：０８５６－５２－２１９３
東仙道ちいき協議会Facebook https://www.facebook.com/higasisendo/
映え！東仙道Instagram www.Instagram.com/higashisendo/

お問い合わせ先

⑥こんな地域づくりを行なっています

■互助部会・・・東仙道お助け隊

高齢などの理由によって、草刈りが困難になった方の代わりに草刈りを請け負うのが基本ですが、木の伐採や空き家の草刈
りなど多岐にわたっての要望があり、出来る範囲で作業にあたりました。

また、（株）キヌヤさんの協力で行っている「お買い物バスツアー」も好評です。今後はニーズの把握と利用者の拡大に努めて
いきたいです。

■福祉健康部会・・・東仙道寺子屋、グラウンド・ゴルフ大会

放課後に小学校の空き教室を利用し、地域の方に見守っていただきながら宿題を済ませて帰るという寺子屋事業が４年目と
なりましたが今年度は新型コロナウイルスの影響で開催できませんでした。
今後は、見守りボランティアの増員や事業の広がりについて協議していきたいです。
昨年度は開催できなかった「グラウンド・ゴルフ大会」は感染対策を行なったうえで通常通り開催することができました。

■地域活性化部会・・・ふるさとカレンダープロジェクト、東仙道桜を見る会、四ッ山歴史ウォーキング、運動会、文化祭

「ふるさとカレンダー」は地区の魅力を再発見してもらおうと毎年テーマを変えて続けています。今年度は「東仙道地蔵コレク
ション」をテーマに、各地区のお地蔵さんをマップ形式にして紹介するカレンダーを作成しました。
自分が住んでいる地区に今一度目を向けるきっかけになればと思います。
「東仙道桜を見る会」はいちごと持ち帰りの食べ物のみの販売という形で縮小開催しました。

「四ッ山歴史ウォーキング」「文化祭」は開催の方向で進めていたにも関わらず、直前になって市内で感染拡大したため中止
となりました。

総会は通常通り開催することができましたが、全体会議は２回行なったのみで、会議をほとん
ど開催することができませんでした。

各イベントの実行委員会では、どのようにしたら開催できるかを模索し、活発な意見交換が行
なわれました。

その他「議会報告会」や「市長と語る会」ではちいき協議会委員も参加し、地域住民の参加者
と共に意見を交わしました。

Instagram

■東仙道ちいき協議会・・・東仙道花園ライトアップ事業

東仙道の自然を中心に四季を通じてライトアップし、地区の景観を良くするほか、写真
映えスポットとして地区内外へ魅力を発信し、交流人口増加を目指す東仙道花園ライト
アップ事業を昨年度の「まちづくり活動特別補助金」を活用して行いました。

今年度も引き続き、９月は彼岸花、１０月～１１月はもみじ、１１月～１月まで神宝山八
幡宮の鳥居をLEDソーラーライトでライトアップしました。３月にはアグリみとの水仙やひ
だまりパークみとの桜をライトアップする予定です。
昨年度の反省を活かし、ライトの角度や設置位置など改善しながら取り組みました。
また、今年度はLEDソーラーライトを買い足したので、４月はひだまりパークみとの桜以
外の桜をライトアップする予定です。

Facebook

■東仙道ちいき協議会・・・東仙道プロモーション事業

今年度購入したドローンやアクティブカメラを使って、東仙道の様々な行事の様子や、
各地区を上空から撮影し、SNSや動画投稿サイトでプロモーションする事業です。
初年度となる今回はドローンや編集ソフトの操作練習をしました。
いずれは各地区をドローンで撮影したものを公開し、希望があればDVDにしたいと考
えています。


